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 「30ｘ60 スクリューキャップ」は、「コルク栓」に比べて圧倒的に酸素透過度（OTR）が
低いのですが、ヘッドスペース容量が大きいので、キャッピング時の封入酸素量（HSO）
が 3～5倍になり、壜詰め後初期の酸化やフリーSO2減少はかえって大きくなります。 

 キャッピング時の HSO を低減するために「不活性ガス・ブローノズル」をつけている充填
機やキャッパーがありますが、実は測定すると 10-30％程度しか置換できていない場合
がほとんどです。「液体窒素滴下装置」をつけると 80-90％程度の置換ができますが、
設備費用が高く生産量が多くないと採算が合いません。 

 「ELVAjet」は、特別に設計されたノズルをキャップキャッチャー部に装着し、キャッピング
時にキャップとびんの双方に適切なタイミングと量の不活性ガスをブローする機構で、
HSO の 80-90％程度の置換を期待できます。 

 発売以来約 5 年の改良を経て、機能が安定した最新モデルを日本に紹介します。
1,000-3,000bph のターレット式キャッパーに追従します。ターレットに合わせて、ノズルを
製作します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機械構成 「制御ボックス」＋（キャップキャッチャーの装着する）「専用ブローノズル」 

適応スピード 1,000-3,000bphの自動ライン（マニュアルキャッパーにも装着できますが、キャップ
キャッチからシーマーまでの時間が一定であることが好ましい） 

HSO 置換率 装着するキャッパーの構造やスピードによって置換率は異なります。 

機械生産国 スイス 

価格 － ご照会ください － 
改良などのため、予告なく仕様を変更することがあります。 

ワインの 30ｘ60 スクリューキャップ用 

ヘッドスペースエア置換装置「ELVAjet」  
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「専用ブローノズル」 
（黒い部分） 

 

アメリカ VBC社の液体窒素
滴下装置でも、ワインを含
めた多くの日本国内施工
実績を持っています。ヘッド
スペースのコントロールにつ
いてはお任せください。 
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（参考資料︓きた産業のワイン栓のプレゼンテーションから抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


